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始業式に臨む立派な姿

一部の学年が体育館に整列し、その他の学年は、

各教室で始業式を行いました。

・冷たい体育館の床に座っているのに…
・換気のために窓を開けているため、冷たい
風が流れているのに…

開式を待つ子どもたちは不必要なおしゃべりをせず、背筋を伸ばしてじっと動きま
せん。だから、教師による無駄な「注意・指示」の声が聞こえません。空気・雰囲気
を感じて、その場にふさわしい態度・行動ができていました。冬休み明けですから、
もしかしたらなかなかエンジンが始動しない子がいるかも…と心配したのですが、私
の予想はよい方に裏切られました。素晴らしい始業式の姿に感激しました。

では、なぜ始業式の朝早々にこんな動きができるのだろう？始業式までの時間に何
があったのかを振り返り、石司なりにその要因を考えてみました。

☆各家庭などで子どもたちをやる気にさせる大人の関わりがあったのでしょう。

（目標を持たせる・励ます・生活リズムを整える…など）
☆地域の方が通学路で出迎え、「今年もよろしくね」「３学期も元気にすごそう！」

と、あたたかいお声かけをくださいました。
☆各担任が子どもを迎え、式に臨む心構えや態度について適切に伝えました。
☆６年生が、廊下の歩き方、静かな待ち方、話の聴き方の模範を示しました。

思い起こしてみると、こんなことがあったから始業式の立派な姿に結びつくのです。

子どもたちを取り巻く大人（＋６年生）が、よってたかって子どもを磨き、育ててく
ださっていることがよくわかるできごとです。子どもたちの真剣な眼差しを受け、私

自身もやる気が湧いてきましたし、励まされました。

さて、校長の話として以下の３つを伝えました。

また、６年生代表の水田悠斗さん、溝上はる奈さんが小学校生活最後の学期に向け

ての力強い決意の言葉を発表しました。内容、態度ともに大変立派で、これもまた下
級生への最高のお手本になったことをお伝えいたします。

①学年のゴールまでの時間の見通しをもちましょう
６年生：４６日間 ５年生以下：５０日間

②３学期に自分が何に取り組むか、めあてを決めましょう
（☆やさしく ☆かしこく ☆たくましく なるために…）

③病気にならないように、自分ができること（マスク・手洗い）を徹底しよう



新規感染者が急激に増加しています！ 感染予防を徹底しましょう

子どもたちや家族の皆様の健康を守るために、学校としてできることを徹底してま
いります。ご家庭においても、可能な範囲で人との接触を減らしたり、マスク着用や

消毒を徹底するなどの感染防止対策をお願いします。
先日、連絡メールでお知らせしたとおり、家族に風邪症状が見られる場合、小中学

生の登校を控えるよう、ご協力をお願いいたします。

心静かに〝書〟に挑む ６年生の美しい学びの姿

木の床から伝わる冷たさをものともせず、一心に筆を走らせる。無駄な話し声が全
く聞こえず静まりかえり、集中していることが一目でわかります。写真は６年生の国
語科「書写」の授業風景です。(指導：岩間教諭）子どもの眼は真剣そのもの。一点

一画をおろそかにせず、魂を込めているように感じます。書き上げた作品はいずれも
素晴らしいものばかりで、思わず目を奪われます。子どもが学びに没頭する姿は実に

美しいものです。今年もこのような場をたくさんつくりたいと決意するのです。


